
平
成
二
十
一
年
二
月
六
日
提
出

質

問

第

一

〇

一

号

発
見
か
ら
二
十
年
を
迎
え
る
旧
陸
軍
軍
医
学
校
の
人
体
標
本
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

郡

和

子
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発
見
か
ら
二
十
年
を
迎
え
る
旧
陸
軍
軍
医
学
校
の
人
体
標
本
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

国
立
感
染
症
研
究
所
が
所
在
す
る
新
宿
区
の
旧
陸
軍
軍
医
学
校
跡
地
か
ら
大
量
の
人
骨
が
発
見
さ
れ
て
今
年
で
二
十
年
を
迎

え
る
。
こ
の
人
骨
は
旧
陸
軍
軍
医
学
校
の
標
本
類
又
は
標
本
作
製
用
あ
る
い
は
医
学
教
育
用
に
集
め
ら
れ
た
死
体
の
一
部
と
み

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
厚
生
労
働
省
が
現
状
の
ま
ま
保
管
し
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
が
保
管
し
て
い
る
こ
の
人
骨
に
対
し
て
、
�
添
要
一
厚
生
労
働
大
臣
は
二
〇
〇
八
年
五
月
十
四
日
の
衆
議
院
厚

生
労
働
委
員
会
に
お
い
て
、
「
今
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
人
骨
の
身
元
確
認
、
こ
れ
は
さ
ら
な
る
技
術
革
新
そ
の
他
の
手

を
用
い
ま
し
て
、
で
き
る
だ
け
身
元
確
認
に
つ
な
が
る
よ
う
な
努
力
を
今
後
と
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
答
弁

し
た
。

ま
た
、
二
〇
〇
八
年
六
月
二
十
三
日
に
川
崎
二
郎
元
厚
生
労
働
大
臣
が
旧
陸
軍
軍
医
学
校
の
元
看
護
師
と
面
会
し
て
約
束
し

た
人
体
標
本
を
埋
め
た
と
さ
れ
る
新
た
な
場
所
の
調
査
は
未
だ
着
手
さ
れ
て
い
な
い
。

以
下
、
今
後
の
人
骨
問
題
に
対
す
る
国
の
対
応
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

人
骨
が
発
見
さ
れ
た
一
九
八
九
年
、
厚
生
省
（
当
時
）
は
新
宿
区
に
よ
る
人
骨
の
身
元
確
認
調
査
依
頼
に
対
し
、
国
立
栄

養
研
究
所
長
名
で
調
査
を
「
行
う
考
え
は
な
い
」
（
国
栄
発
第
二
九
六
号

平
成
元
年
八
月
八
日
）
と
回
答
し
て
い
た
。
ま

一



た
、
厚
生
労
働
省
は
こ
れ
ま
で
、
土
地
の
管
理
者
の
立
場
か
ら
人
骨
の
由
来
調
査
を
行
い
、
調
査
の
結
果
、
人
骨
は
国
が
処

分
し
た
人
体
標
本
に
由
来
す
る
と
推
測
さ
れ
る
た
め
、
そ
れ
ま
で
人
骨
を
保
管
し
て
い
た
新
宿
区
か
ら
引
き
取
り
、
現
状
の

ま
ま
保
管
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
説
明
し
て
き
た
。
�
添
厚
生
労
働
大
臣
の
「
身
元
確
認
に
つ
な
が
る
よ
う
な
努
力
を
今
後

と
も
続
け
て
い
き
た
い
」
と
す
る
答
弁
は
こ
れ
ま
で
の
国
の
姿
勢
か
ら
一
歩
踏
み
込
む
も
の
で
あ
り
、
発
見
当
初
の
新
宿
区

の
依
頼
に
沿
う
も
の
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
。
よ
っ
て
、
国
の
身
元
確
認
調
査
に
対
す
る
考
え
方
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

旧
陸
軍
軍
医
学
校
の
元
看
護
師
の
証
言
に
あ
る
国
立
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
戸
山
病
院
の
戸
山
五
号
宿
舎
（
以
下
「
戸
山
五

号
宿
舎
」
と
い
う
。
）
は
職
員
の
宿
舎
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
代
替
の
宿
舎
を
確
保
す
る
な
ど
に
よ
り
調
査

が
可
能
と
な
っ
た
時
点
に
お
い
て
対
応
す
る
と
し
て
い
る
。
今
般
、
「
高
度
専
門
医
療
に
関
す
る
研
究
等
を
行
う
独
立
行
政

法
人
に
関
す
る
法
律
」
に
お
い
て
国
立
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
を
独
立
行
政
法
人
と
す
る
準
備
に
必
要
な
規
定
が
施
行
さ
れ
た

が
、
戸
山
五
号
宿
舎
の
代
替
宿
舎
確
保
の
見
通
し
が
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
否
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
�
添
厚
生
労
働
大
臣
は
先
の
答
弁
で
「
独
法
化
す
る
と
か
な
ん
と
か
い
う
問
題
と
は
全
く
切
り
離
し
て
、
き
ち
ん

と
国
と
し
て
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
国
の
国
立
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
独
立
行
政
法
人
化
へ
の
対
応
と

人
体
標
本
調
査
に
対
す
る
考
え
方
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二



三

元
看
護
師
の
証
言
に
は
財
務
省
所
管
の
国
家
公
務
員
宿
舎
旧
若
松
住
宅
が
所
在
す
る
場
所
に
人
体
標
本
を
埋
め
る
作
業
を

手
伝
っ
た
と
の
話
が
あ
る
。
財
務
省
は
二
〇
〇
八
年
四
月
十
日
、
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
い
て
、
旧
若
松
住
宅
の
事

案
に
つ
い
て
二
〇
一
一
年
七
月
ま
で
の
退
去
要
請
期
間
が
経
過
し
た
の
ち
、
何
ら
か
の
調
査
を
行
う
こ
と
を
検
討
す
る
と
し

て
い
る
が
、
厚
生
労
働
省
の
戸
山
五
号
宿
舎
と
同
様
、
国
の
責
任
で
人
体
標
本
の
調
査
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
旧

若
松
住
宅
の
現
在
の
入
居
状
況
と
具
体
的
な
処
理
方
針
、
人
体
標
本
の
調
査
に
対
す
る
考
え
方
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

防
衛
省
は
二
〇
〇
八
年
六
月
十
一
日
、
陸
上
自
衛
隊
衛
生
学
校
の
彰
古
館
が
保
管
す
る
七
十
一
個
の
人
体
標
本
リ
ス
ト
を

明
ら
か
に
し
た
。
『
日
本
病
理
学
会
雑
誌

第
三
十
一
巻
』
の
「
軍
陣
病
理
学
に
つ
い
て
」
（
陸
軍
軍
医
中
佐

平
井
正

民
）
や
『
大
東
亜
戦
争
陸
軍
衛
生
史
巻
�
』
の
「
軍
陣
病
理
」
（
大
橋
成
一
病
理
部
長
）
、
『
衛
生
学
校
三
十
年
の
歩
み
』

の
「
彰
古
館
の
あ
ゆ
み
」
な
ど
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
旧
陸
軍
軍
医
学
校
が
保
管
し
て
い
た
戦
傷
標
本
等
が
彰
古
館
に
現
在

も
保
管
さ
れ
て
い
る
戦
傷
標
本
等
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
標
本
リ
ス
ト
は
戦
傷
標
本
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る

も
の
の
受
入
日
や
関
連
戦
役
、
関
連
資
料
な
ど
標
本
履
歴
の
欠
如
が
は
な
は
だ
し
い
。
こ
の
よ
う
な
保
管
状
況
に
照
ら
し

て
、
衛
生
学
校
が
標
本
を
人
体
の
一
部
と
し
て
尊
厳
を
持
っ
て
取
り
扱
っ
て
い
る
と
は
到
底
思
え
な
い
。
こ
れ
ら
の
人
体
標

本
と
そ
の
記
録
は
厚
生
労
働
省
が
保
管
す
る
旧
陸
軍
軍
医
学
校
の
人
体
標
本
等
の
身
元
確
認
調
査
、
及
び
今
後
予
定
さ
れ
て

三



い
る
戸
山
五
号
宿
舎
と
旧
若
松
住
宅
の
調
査
に
寄
与
す
る
重
要
な
資
料
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
防
衛
省
は
陸
上
自
衛
隊
衛
生

学
校
「
彰
古
館
」
の
人
体
標
本
の
保
管
状
況
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
厚
生
労
働
省
や
財
務
省
が
行
う

今
後
の
人
体
標
本
調
査
に
協
力
す
る
意
思
は
あ
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

旧
陸
軍
軍
医
学
校
跡
地
で
発
見
さ
れ
た
人
骨
は
厚
生
労
働
省
の
調
査
報
告
に
記
載
さ
れ
て
い
る
通
り
、
鑑
定
結
果
で
は

「
日
本
人
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
得
る
が
、
少
な
く
と
も
一
般
日
本
人
集
団
の
無
作
為
標
本
で
は
な
い
可
能
性
が
大

き
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
国
際
人
道
法
で
は
、
戦
場
で
の
死
者
を
保
護
す
る
こ
と
が
第
二
回
赤
十
字
条
約
（
一
九
〇
六
年
）

で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
「
戦
場
か
ら
集
め
ら
れ
た
戦
死
者
」
か
ら
標
本
を
作
成
す
る
こ
と
は
国
際
法
に
触
れ
る
行
為
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
国
は
、
人
間
の
尊
厳
を
前
提
に
、
日
本
国
と
し
て
標
本
と
さ
れ
た
外
国
の
人
々
の
身
元
確
認
に
最
大
限
努

力
す
べ
き
で
あ
り
、
戦
後
処
理
の
問
題
と
し
て
人
骨
問
題
の
真
相
究
明
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
。
こ
の
人
骨
問
題
に
国

際
人
道
法
と
戦
後
処
理
の
観
点
か
ら
取
り
組
む
と
い
う
考
え
方
に
対
す
る
国
の
認
識
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


